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平成18年度施政方針

夢
ふ
く
ら
む

「
あ
さ
ぎ
り
町
」
を
め
ざ
し
て

平
成
18
年
３
月
９
日
か
ら
開
会
し
た
平
成
18
年
第
１
回
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
定
例
会
で
犬
童
町
長
は
、

平
成
18
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
、
抜
粋
・
要
約
し
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

○昨年のあさぎり町で
の火災発生件数は18
件と多く、今後も予
防消防の啓発を重点
的に実施していきま
す。
また、地域の消防

団に対する期待は大
きいものがあるため、引き続き団員確保に努めます。

○地域基盤整備事業については、①行政サービスの向上
②地域産業の活性化　③安心で豊かな生活環境の構築
を課題とし、今後もIT基盤整備構想について理解を深
めていただく努力をしていきます。

○本町に眠っている資源を掘り起こし、これらを活用す
る地域づくりグループを支援していきます。

今後も地方を取り巻く環
境は厳しくなってくること
が予想されますので、引き
続き行財政改革を進めてい
きます。

本年度から課税台帳
と一致しない家屋の全
棟調査を行います。
①建築確認申請不要の
建物や未登記の建物
②車庫、納屋、倉庫な
どの付属家　③増築し
た建物等が問題となっ
ています。これらの問
題解決に向けて全力で取り組みます。



○病気の予防に重点を置
き、青壮年層を中心に
健診、受診を勧め、リ
スクの高い受診者に対して個別的、継続的な
生活、栄養指導を充実させます。

○町が直営する地域包括支援センターを拠点に、
①要介護状態にならないための予防プラン作
成　②住民の各種相談対応と支援　③高齢者
に対する虐待防止や早期発見に努め、高齢者
の方々が安心して幸せに暮らせるまちづくり
を進めます。

○支えあう地域づくりを目指し、乗り合いタクシ
ー、学童保育等の事業を引き続き行っていき、
深刻化する児童虐待問題に関しては、これまで
同様連絡協議会を行い虐待防止に努めます。
また、本年４月１日から障害者自立支援法が
施行され、障害者に対する新たなサービスが始
まりますが、球磨圏域では障害認定審査会を立
ち上げ、あさぎり町で郡全体の事務取り扱いを
行います。

○食の安全・安心の確保
と農産物の付加価値を
高める「あさぎりブラ
ンド農産物」の取り組みは、昨年の水稲、大
豆に引き続き、他の作物のブランド化に向け
た取り組みを進めていきます。
また、集落営農の設立に向けた取り組みを

重点的に展開していきます。
○林業振興については、利用間伐24.70ｈa、除
間伐52.20ha、下刈31.94ha、財産区で利用間伐
29.85ha、除間伐12.38ha、下刈10.69haの造林を
計画しています。
私有林の育成整備にも力を入れていきます。

○中心市街地活性化基本計画に盛り込まれた国
道、県道の交差点改良の早期実現に向けた取
り組み、商工会の町づくり委員会と一体とな
って賑わいのある町づくりの方向性を具体化
します。
また、企業の誘致や地場産業の育成を積極

的に推し進めていきます。

○あさぎり町教育大綱
の基本理念に基づき、
あさぎり町の教育を
さらに充実発展させるとともに、引き続き教
育環境の整備に努めます。
中学校の適正規模のあり方について研究調

査を深め、早期に町としての今後の方針を確
立します。

○平成17年度より建設を進めている学校給食セ
ンターの本年９月からの供用開始に向けた体
制づくりを進めます。

○須恵文化ホールやせきれい館などの公民館施
設を拠点として「いつでも、どこでも、誰で
も」学ぶことができる学習環境づくりに取り
組みます。

○総合型スポーツクラブを、いよいよ本年度よ
り「ふれあいスポーツクラブあさぎり」とし
て発足します。
地域間、多世代間の交流、さらに健康体力

の保持増進による医療費の軽減、高齢者の生
きがいづくりを果たすことができるクラブを
目指します。

○「どこに行くにも15
分構想」を踏まえ、
本年度は内環状線の
一部である町道吉井
二子線で国道219号
線から踏切までの道路整備を進めます。また、
緊急性の高い生活関連道路の早期完成に努め、
安全で快適な生活環境を創出し、地域内、地
域間の多様な交流を育むことができる道路網
の整備を図ります。

○各行政区や各種団体等と連携しながら、ごみ
の減量化とリサイクルの推進を図るため、ご
み分別収集の徹底を行います。さらに、廃棄
物の不法投棄の防止などを強く呼びかけます。

○水道事業では上川北地区改良の実施計画に着
手する予定です。また、下水道の整備につき
ましては25年度の整備完了を目指し、計画的
に事業を進めていきます。



平成18年度のまちづくりがスタート
一般会計　92億3,590万円

平成18年度当初予算

あ
さ
ぎ
り
町
は
、
合
併
後
丸
３

年
が
経
過
し
、
町
と
し
て
の
一
本

化
も
進
み
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の

体
制
も
整
い
つ
つ
あ
る
状
態
と
な

り
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
平
成
16
年
度
に
策
定

し
た
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
有
効

に
活
用
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

組
織
の
見
直
し
や
人
件
費
の
削
減

に
よ
り
、
１
億
９，

５
０
０
万
円
、

一
般
事
務
経
費
の
見
直
し
に
よ
り
、

８，

０
０
０
万
円
の
削
減
合
理
化

と
１
億
８，

３
０
０
万
円
の
事
務

事
業
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
本
年
度
の
一
般
会

計
当
初
予
算
で
は
、
予
算
総
額
が

92
億
３，

５
９
０
万
円
と
１
０
０

億
円
を
大
き
く
割
り
込
み
、
対
前

年
度
比
、
９．

６
％
、
９
億
８，

３
８
０
万
円
の
大
幅
な
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

歳
出
で
は
前
述
の
行
財
政
改
革

に
よ
る
全
般
的
な
経
費
削
減
の
ほ

か
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事

業
、
公
民
館
建
設
事
業
が
増
加
し

た
も
の
の
、
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
、
ふ
る
さ
と
農
道
整
備
事
業

の
完
了
、
公
営
住
宅
建
設
事
業
、

道
路
整
備
事
業
な
ど
の
縮
小
に

よ
り
、
大
き
く
減
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
歳
入
で
は
、
町
税
の
増
収

が
見
込
め
な
い
中
、
国
の
三
位
一

体
の
改
革
に
よ
り
所
得
譲
与
税
に

よ
る
税
財
源
の
移
譲
は
あ
っ
た
も

の
の
、
地
方
交
付
税
、
臨
時
財
政

対
策
債
の
減
額
等
に
よ
り
、
平
成

17
年
度
に
引
き
続
き
財
政
調
整

基
金
を
５
億
円
取
り
崩
す
こ
と

と
な
り
、
平
成
18
年
度
末
の
基

金
残
高
見
込
額
が
７
億
円
余
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
本
年
度
は
、
将
来

の
財
政
基
盤
の
安
定
化
を
図
っ

て
い
く
観
点
か
ら
、
事
務
事
業

の
更
な
る
経
費
の
節
減
・
合
理

化
を
図
り
、
健
全
財
政
を
維
持

し
、「
若
い
ま
ち
　
豊
か
な
ま
ち

そ
し
て
、
夢
ふ
く
ら
む
『
あ
さ

ぎ
り
町
』」
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

自主財源（町が自主的に収入することが
できる財源）

町税（町民税、固定資産税、市町村たばこ税など）

１０億２，６７６万円

繰入金（基金繰入金など） ５億１００万円

繰越金 １億円

諸収入 ８，１５１万円

負担金・使用料・手数料・財産収入

２億８，６１５万円

依存財源（国や県によって定められた
額を交付される財源）

地方譲与税・地方消費税交付金・ゴルフ場利用税など

５億４，５４４万円

国庫支出金 ５億８，３５９万円

県支出金 ５億９，０５５万円

地方交付税 ４５億６，３００万円

地方債 ９億５，７９０万円



住民健診委託料 １億２，８８５万円

母子保健事業 ６８７万円

予防接種事業 １，１２８万円

健康づくり推進事業 １７３万円

人吉球磨広域行政組合負担金（葬祭場費）

３，１０２万円

人吉球磨広域行政組合負担金（ごみ・し尿処理）

２億３，２７５万円

簡易水道事業特別会計繰出金 ２億１，１１１万円

●農林水産業費・・・７億２，５４９万円

農業振興、林業振興に係る費用

本町の基幹産業である農業の振興については、「ゆ

とりと魅力ある農業・農村」を目指し、土地基盤・施

設整備など生産基盤の整備を行います。

農業振興事業 ２，８６１万円

中山間地域等直接支払制度事業 ９，６２５万円

農業経営基盤強化促進対策事業 ２５７万円

農業後継者育成指導事業 ８７万円

水田農業経営確立対策事業 １，０３３万円

畜産事業 １，３８４万円

川辺川総合土地改良事業 １，７４１万円

担い手育成基盤整備事業 ９，４１３万円

林業振興事業（優良間伐流通促進・高齢級間伐事業、

森林整備地域活動支援） １，０７８万円

林道整備事業 ６，５７１万円

新年度予算の主な事業

消防施設設備事業で消防ポンプ積載車購入や
中山間地域直接支払事業・町道の道路整備・公
民分館建設事業などが計上されています。

●議会費・・・１億２，２９２万円

議会の運営に係る費用

●総務費・・・１０億８，６４７万円

町全体の管理や、職員の給与、企画、選挙、防犯・交

通、統計調査、税務関係、住民基本台帳の管理に係る

費用

区運営助成金 ３４９万円

球磨川水源の森購入負担金 １８９万円

地方バス運行等特別対策補助金 １，６８４万円

人吉球磨広域行政組合負担金（運営）２，０７７万円

人吉球磨広域行政組合負担金（企画） ７９５万円

固定資産土地評価業務委託 ６０５万円

●民生費・・・２５億９８７万円

児童、老人、障害福祉など、福祉の充実に係る費用

社会福祉協議会補助金 ７，４６７万円

民生委員児童委員協議会補助金 ３４８万円

福祉乗合いタクシー事業 ７２５万円

敬老年金 １，３１０万円

敬老会式典 ４３７万円

障害者福祉事業 ２億３，０７２万円

社会福祉施設（ヘルシーランド・温華乃遥・高山荘・

憩いの家・須恵コミュニティセンター等）

１億２，４９１万円

放課後児童健全育成事業 ６１０万円

保育所運営費負担金 ５億４，５８０万円

乳幼児医療費給付金 ４，４１１万円

救護施設（しらがね寮） １億８，３９６万円

特別会計繰出金（国保・老人・介護・障害認定審査事業）

５億７８９万円

●衛生費・・・８億１，８４３万円

健康づくりのための住民健診や、環境保全に係る費用

浄化槽設置整備事業 ２，０４３万円

資源有価物回収事業交付金 ４８５万円



土 地 取 得 特 別 会 計  

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計  

老 人 医 療 特 別 会 計  

介 護 保 険 特 別 会 計  

介 護 サ ー ビ ス 特 別 会 計  

球磨郡障害者認定審査事業特別会計 

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計  

下 水 道 事 業 特 別 会 計  

上 財 産 区 特 別 会 計  

上水道事業特別会計（収益） 

上水道事業特別会計（資本） 

合　　　　　　計 

1億2,313万7千円 

19億150万円 

19億3,690万円 

13億8,228万3千円 

3,264万4千円 

2,026万円 

3億9,530万5千円 

12億8,530万円 

4,450万円 

7,669万4千円 

1,079万3千円 

72億931万6千円 

1億2,238万1千円 

19億2,700万円 

19億950万円 

13億5,414万6千円 

0 

0 

4億6,253万6千円 

14億260万円 

8,920万円 

8,093万5千円 

1,397万6千円 

73億6,227万4千円 

75万6千円 

△2,550万円 

2,740万円 

2,813万7千円 

3,264万4千円 

2,026万円 

△6,723万1千円 

△1億1,730万円 

△4,470万円 

△424万1千円 

△318万3千円 

△1億5,295万8千円 

0.6 

△ 1.3 

1.4 

2.1 

100.0 

100.0 

△ 14.5 

△ 8.4 

△ 50.1 

△ 5.2 

△ 22.8 

△ 2.1

平成18年度予算額 会　　計　　名 平成17年度予算額 
比　　　　較 

増減額 増減率（％） 

※上水道事業特別会計につきましては、歳出額を記入しています。 

●商工観光費・・・１億２，９５２万円

商工業や、観光振興、定住促進に係る費用

商工会補助金 １，７８８万円

ふるさと振興社補助金 ６２５万円

各種まつり補助金 ９３４万円

定住促進事業交付金 ４００万円

結婚対策事業補助金 ６０万円

グリーンツーリズム推進事業 ８６万円

●土木費・・・１０億５，６２６万円

道路や橋、河川や公園の維持管理、公営住宅建設に係

る費用

あさぎり町における道路網の整備は、15分間構想を目

指し安全で快適な生活環境を図ります。

道路整備事業 ５億８２０万円

公営住宅建設事業 ６，７１８万円

下水道事業特別会計繰出金 ３億１，９１９万円

●消防費・・・３億７，８０９万円

皆さんの「生命・身体・財産」を守るため、消防活動

や啓発・防災に係る費用

上球磨消防組合負担金 ２億７，４７０万円

防火水槽整備事業 １，６３０万円

消防設備整備 ９３０万円

●教育費・・・６億８，９４６万円

よりよい学校教育や生涯学習や文化財の保護などに係

る費用

学校教育では、町の教育大綱にうたわれた基本理念

に基づき教育環境に努めていきます。

須恵文化ホールやせきれい館をはじめ、町内公共施

設の有効活用を図りながら、生涯学習の場として学ぶ

ことができる学習環境づくりに取り組んでいきます。

外国青年招致事業 １，５７８万円

小・中学校の施設維持費 ２，２１６万円

須恵文化ホール・せきれい館自主文化事業３２１万円

公民分館整備事業 ２，５２１万円

伝統芸能継承補助金 ７６万円

指定文化財修理 ２０２万円

図書購入費 ９０万円

球磨川マラソン大会補助金 ３００万円

●災害復旧費・・・３万円

自然災害が発生した時などに復旧するために係る費用

●公債費・・・１７億９３６万円

町の借金を返すための費用

地方債の元金 １４億７，１５９万円

地方債の利子 ２億３，３１７万円

一時借入金利子 ４６０万円

●予備費・・・１，０００万円



ま
ち
の
話
題

切
磋
琢
磨
し
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
消

防
団
活
動
を
！

あ
さ
ぎ
り
町
消
防
団
（
鬼
塚
孝
団
長
）

の
入
退
団
式
が
４
月
２
日
須
恵
小
学
校
体

育
館
で
行
わ
れ
、
入
団
者
、
退
団
者
及
び

各
分
団
の
役
付
け
変
更
団
員
延
べ
１
０
６

名
の
代
表
者
に
団
長
よ
り
辞
令
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
っ
た
た
め
、

午
前
８
時
よ
り
須
恵
小
学
校
体
育
館
で
の

開
催
と
な
っ
た
式
典
で
は
、
来
賓
や
関
係

者
を
含
め
約
６
０
０
名
が
出
席
。
退
団
者

31
名
、
新
入
団
員
36
名
、
分
団
長
３
名
を

含
む
役
付
き
団
員
39
名
の
各
代
表
者
に
鬼

塚
団
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
、
新
入
団

員
を
代
表
し
て
第
２
分
団
３
部
の
森
雅
俊

さ
ん
が
力
強
く
宣
誓
書
を
読
み
上
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
町
消
防
団
に
初
め
て
入

団
し
た
女
性
団
員
の
田
上
恵
理
さ
ん
（
二

子
）
に
本
部
付
き
の
団
員
辞
令
が
交
付
さ

れ
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

表
彰
の
後
、
町
内
各
地
域
の
代
表
41
部

（
う
ち
３
部
は
ポ
ン
プ
車
）
に
よ
る
操
法
競

技
大
会
が
行
わ
れ
、
雨
天
の
中
、
緊
張
の

中
に
も
気
合
い
十
分
の
指
揮
者
の
声
が
響

き
渡
り
ま
し
た
。

上
位
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（

）
内
は
地
区
名

○
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部

優
勝
　
第
４
分
団
２
部

（
永
山
・
狩
所
）

２
位
　
第
11
分
団
１
部
（
阿
蘇
）

３
位
　
第
３
分
団
２
部
（
今
井
）

４
位
　
第
14
分
団
１
部

（
下
里
・
植
の
里
）

５
位
　
第
13
分
団
１
部

（
古
草
城
・
明
廿
）

５
位
　
第
14
分
団
２
部

（
庄
屋
・
仁
王
）

○
ポ
ン
プ
車
の
部

優
勝
　
第
３
分
団
１
部
（
堀
角
）

２
位
　
第
１
分
団
１
部

（
井
上
・
下
永
里
）

３
位
　
第
６
分
団
１
部

（
大
正
町
・
本
町
）

ふ
れ
あ
い
物
産
館
・
薬
師
温
泉
ヘ
ル
シ
ー
ラ

ン
ド
「
春
の
花
ま
つ
り
」
が
４
月
９
日
、
薬
師

温
泉
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
前
か
ら
ふ
れ
あ
い
物
産

館
一
帯
の
駐
車
場
と
通
り
で
開
催
さ
れ
、
赤
や

黄
色
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
は
じ
め
色
と
り
ど
り

の
花
で
飾
ら
れ
た
会
場
に
は
、
家
族
連
れ
な
ど

大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

午
前
10
時
に
開
会
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
先

着
１
０
０
名
に
ペ
チ
ュ
ニ
ア
、
ノ
ー
ス
ポ
ー
ル

な
ど
の
花
が
配
ら
れ
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

上
第
一
保
育
所
園
児
の
お
遊
戯
や
上
中
学
校
音

楽
部
の
演
奏
、
専
立
寺
保
育
園
児
の
歌
と
ダ
ン

ス
で
盛
り
上
が
り
、
午
後
か
ら
は
２
回
目
の
花

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
大
声
大
会
な
ど
で
賑
わ
い
ま

し
た
。 春

の
風
を
感
じ
て



まちの話題

今年３月29日から２年間、メキシコ南部のグァテマラ共和国に
青年海外協力隊として派遣される落合将太さん（黒田）が町長を
表敬訪問されました。
落合さんは長野県八ヶ岳中央農業実践大学校時代に教授や先輩

から青年海外協力隊の話を聞き、自分もぜひ行ってみたいと今回
希望されました。「野菜づくりを中心に指導することになると思い
ますが、現地では作られていない野菜がつくれるようになれば。」
と抱負を語られていました。

これからの農業経営に役立ててほしいと、３月28日、あさぎり町役場東
庁舎会議室で新規就農奨励事業祝い品交付式が行われました。
今年の対象者は11人で、当日は９人が出席。犬童町長より「農業を取り

巻く環境は厳しいが、あさぎり町ではたくさんの農家の方が頑張っておら
れる。町としても精一杯の支援をしていきたい。」と激励。新規就農者代
表として谷川美智さん（阿蘇）は「これまでは給料をもらっていたが、自
分で作物を作り、それがお金になるという厳しさを実感しています。今日
いただいた品を活用してこれからも頑張ります。」と挨拶されました。

３月１日、県立南稜高校（片岡正実校長、647人）において６科併せて208名の生徒が母校に別れを告げまし
た。式では、片岡校長から各科の卒業生代表に卒業証書が手渡され、厳かな卒業式に参加することで学んでほ
しいとの理由から今年から全校生徒参加となった同校の卒業式は、感動と希望に満ちた一日となりました。
卒業式終了後、同校食品科学科の卒業生40名は、保護者が見守る中、授業で醸造した焼酎「南稜焼酎」を貯

蔵試験のためカメとビンに詰め込みました。その名も「南稜焼酎」。カメに交代で焼酎を注ぎ込む卒業生を前
に、食品科学科の淵上教諭より、「成人した２年後、自分たちで作った焼酎の香りと味を楽しみにして来てく
ださい。」と声がかけられ、想い出に残る楽しみな卒業記念となりました。



まちの話題

３月19日、ポッポー館を会場に、あさぎり町グリーン・ツーリ
ズム研究会による１日限定の「農家レストラン」が開催され、町
内はもとより郡内外から200名を超える来場者で賑わいました。
レストランはバイキング形式で行われ、安心・安全な地元の食

材を活かした料理を味わってもらおうと、深田ふれあい会やおか
どめ会、おふくろ会、JAくまトマト、イチゴ部会によりそれぞれ
工夫を凝らして作られた料理約30品がずらり。古代米で作ったお
にぎりや煮しめなど昔ながらの料理をはじめ、チヂミホウレン草
を使ったパスタやあさぎり町産トマトで煮込んだハンバーグなど
豊富な品揃えで、来場者からは「おいしい！ぜひ毎年でも開催し
てほしい。」「自分ではなかなか作れない料理が味わえる。」と好
評を得ていました。

３月23日、100歳を迎えられ

た河野ミタカさん（井上）に

敬老祝い金と花束が贈られま

した。河野さんは明治39年３

月10日生まれで、現在病院で

療養されています。

３月11日、岡原小学校と上小

学校の緑の少年団が、ビハ公園

下の湯龍庵水口町有林に約300本

のヒノキの苗木を植樹しました。

緑の少年団員のほか両校の学

校関係者、役場職員、中球磨森林組合、山林監視員など約50

名が参加。ヒノキの植え方について説明を受けた後、鍬
くわ

で穴

を掘り、苗木が次々に植えられ、気持ちよい汗を流す一日と

なったようです。

人吉球磨の自衛

隊入隊予定者を励

ます合同壮行会が

３月12日、須恵文

化ホールで行われ、

あさぎり町からも

12名の入隊者が激

励を受けました。

当日は、入隊者それぞれが今後の抱負を述べたほか、

北熊本駐屯地第八特科連隊太鼓部の演奏が披露されまし

た。

3月11日深田校区公民館「せ

きれい館」において、次世代

育成事業の一環として「子ど

もを守るセミナー」が行われ

ました。小学１、２年生の児

童と保護者、学校関係者が参加し、熊本市の「ＮＰＯく

まもと子どもの人権テーブル」から講師を招いて（子ど

もへの暴力防止）プログラムを受けました。このプログ

ラムは「おとなのためのセミナー」と「子どもワークシ

ョップ」の２つに分かれており、暴力被害を受けている

子どもの克服する方法やいじめや虐待などを受けたらど

うするかなどが話し合われました。



【
議
会
事
務
局
】

事
務
局
長
　
松
下
定
久

（
企
画
財
政
課
長
）

【
総
務
課
】

課
長
　
加
藤
　
弘

（
行
財
政
改
革
室
長
）

総
務
班
長
　
小
見
田
文
男

（
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）

黒
木
千
晶（
健
康
増
進
課
）

県
庁
派
遣吉

武
哲
雄
（
下
水
道
課
）

岡
部
太
郎
（
建
設
課
）

桑
原
直
人
（
水
道
課
）

企
画
財
政
班
長
　
小
谷
節
雄

（
企
画
財
政
課
審
議
員
）

主
幹
　
小
松
英
一（
農
業
振
興
課
）

主
幹
　
岡
部
和
平
（
下
水
道
課
）

◆
上
支
所

支
所
長
　
高
山
憲
二

（
健
康
増
進
課
長
）

主
幹
　
上
渕
幸
一

（
下
水
道
公
社
派
遣
）

◆
須
恵
支
所

支
所
長
　
伊
津
野
幸
一

（
水
道
課
長
）

【
行
財
政
改
革
推
進
室
】

室
長
　
徳
永
正
勝

（
商
工
観
光
課
長
）

【
税
務
課
】

主
幹
　
豊
永
憲
二
（
建
設
課
）

主
幹
　
片
山
　
守（
企
画
財
政
課
）

福
本
一
博（
企
画
財
政
課
）

福
田
佳
奈（
企
画
財
政
課
）

【
町
民
課
】

課
長
　
愛
甲
利
孝

（
環
境
保
全
課
長
）

主
幹
　
前
原
晴
美
（
税
務
課
）

向
坂
知
浩
（
上
支
所
）

【
健
康
福
祉
課
】

課
長
　
濱
田
定
武
（
福
祉
課
長
）

福
祉
班
長
　
馬
場
正
司

（
農
業
振
興
課
課
長
補
佐
）

主
幹
　
前
田
　
洋（
生
涯
学
習
課
）

山
口
和
久
（
建
設
課
）

栃
原
秀
利（
農
業
振
興
課
）

障
害
認
定
審
査
会

審
議
員
　
深
水
敏
夫

（
福
祉
課
審
議
員
）

主
幹
　
鬼
塚
宗
子（
救
護
施
設
課
）

上
第
一
保
育
所

主
幹
　
川
邊
て
る
み

（
上
第
二
保
育
所
）

上
第
二
保
育
所

主
幹
　
久
保
田
朝
子

（
上
第
一
保
育
所
）

溝
口
利
恵（
須
恵
保
育
所
）

岡
原
保
育
所

所
長
　
久
保
田
利
己

（
生
涯
学
習
課
長
）

須
恵
保
育
所

所
長
　
蓑
毛
　
哲（
須
恵
支
所
長
）

主
幹
　
池
田
幸
代

（
上
第
二
保
育
所
）

高
齢
総
合
班
長
　
斉
藤
幸
寛

（
上
支
所
長
）

丸
山
修
一
（
総
務
課
）

北
川
美
和
（
町
民
課
）

健
康
増
進
班
長
　
石
川
　
孝

（
岡
原
保
育
所
長
）

保
健
指
導
班
長
　
山
下
久
美
子

（
健
康
増
進
課
）

救
護
施
設
班
長
　
小
林
　
望

（
救
護
施
設
課
長
）

主
幹
　
福
岡
　
実（
農
業
振
興
課
）

主
幹
　
恒
松
と
み
子

（
環
境
保
全
課
）

山
口
宏
子
（
町
民
課
）

山
冨
功
一（
環
境
保
全
課
）

◇
◆
職
員
の
異
動
◆
◇

４
月
１
日
付
け
で
辞
令
交
付
が
あ

り
、
次
の
と
お
り
職
員
の
異
動
が
あ
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（

）
内
は
旧
部
署

３
月
31
日
を
も
っ
て
、
犬

童
信
一
さ
ん
、
犬
童
栄
子
さ

ん
、
今
田
磨
由
美
さ
ん
、
桑

原
篤
憲
さ
ん
、
深
水
金
雄
さ

ん
、
那
須
金
蔵
さ
ん
、
城
音

寺
正
晴
さ
ん
、
久
保
田
二
二

男
さ
ん
、
森
元
正
信
さ
ん
、

福
井
末
博
さ
ん
の
10
名
の

方
々
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
15
年
７
月
よ
り
２
年
９
ヶ
月

間
に
わ
た
り
、
熊
本
県
か
ら
派
遣
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
竹
下
喜
造
助
役
が

３
月
31
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
、
熊

本
県
総
務
部
管
財
課
へ
異
動
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
に
伴
い
３
月
定
例
議
会

に
お
い
て
福
井
末
博
氏
の
助
役
選
任

が
同
意
さ
れ
、
４
月
１
日
よ
り
就
任

さ
れ
ま
し
た
。



木
下
幸
弘
（
免
田
小
）
教
頭

冨
永
　
隆
（
山
田
小
）

瀬
恭
輔
（
田
迎
小
）

那
須
鈴
子
（
一
武
小
）

南
田
義
昭
（
鬼
池
小
）
教
頭

中
本
青
志
（
五
木
北
小
）

向
坂
理
子
（
緑
ヶ
丘
小
）

西
村
晶
子
（
人
吉
東
小
）

大
洲
留
美
（
退
職
）
特
殊
学
級

森
　
佳
寛
（
あ
し
き
た
青
少
年
の
家
）

教
頭

山
村
嗣
美
（
須
恵
小
）

別
府
美
鳥
（
人
吉
西
小
）

児
玉
ち
さ
子
（
多
良
木
小
）

東
野
臣
祐
（
新
採
）

木
下
幸
弘
（
上
小
）
教
頭

兼
田
博
之
（
五
木
西
小
）

西
　
恵
美
子
（
黒
肥
地
小
）

湯
徳
眞
也
（
知
事
部
局
）

大
洲
　
誠
（
白
坪
小
）

岩
崎
嗣
道
（
水
上
中
）

和
田
淳
子
（
木
上
小
）

遠
山
幸
一
（
益
城
中
央
小
）

西
　
一
也
（
一
武
小
）

永
田
博
弥
（
黒
肥
地
小
柳
野
分
校
）

橋
爪
ち
よ
（
退
職
）
養
護
教
諭

桑
原
広
治
（
一
勝
地
二
小
）
教
頭

那
須
秀
信
（
木
上
小
）

千
葉
弘
実
（
錦
西
小
）

中
村
美
代
子
（
一
勝
地
一
小
）

主
任
事
務
職
員

高
田
哲
弘
（
山
江
中
）
教
頭

山
村
嗣
美
（
免
田
小
）

大
倉
　
世
（
西
瀬
小
鹿
目
分
校
）

信
國
幸
嗣
（
一
武
小
）
事
務
主
任

森
元
祐
二
（
深
田
中
）
校
長

工
藤
維
春
（
岩
野
小
）

澤
村
絵
美
（
尾
ノ
上
小
）

田
代
静
子
（
大
畑
小
）

中
村
章
子
（
須
恵
中
）
養
護
教
諭

西
龍
三
郎
（
岡
原
中
）
校
長

渕
田
将
央
（
錦
西
小
）

中
島
嘉
一
（
広
安
小
）

古
賀
夕
香
（
出
水
南
小
）

南
部
文
代
（
高
田
小
）
養
護
教
諭

下
田
美
恵
子
（
多
良
木
小
）

学
校
栄
養
職
員

天
羽
伸
哉
（
人
吉
一
中
）

那
須
幸
浩
（
山
江
中
）

山
田
信
雄
（
須
恵
中
）
校
長

荒
毛
英
之
（
山
江
中
）

加
藤
仁
士
（
多
良
木
中
）

藤
川
節
子
（
山
田
小
）

学
校
栄
養
職
員

前
田
幸
人
（
定
年
退
職
）
校
長

松
本
幸
保
（
山
江
中
）

西
龍
三
郎
（
深
田
小
）
校
長

一
鬼
隆
浩
（
五
木
中
）

二
子
石
将
顕
（
八
代
一
中
）

桑
原
茂
和
（
定
年
退
職
）
校
長

橋
本
卓
也
（
多
良
木
中
）

鹿
末
秀
臣
（
南
小
国
中
）
校
長

矢
野
佳
之
（
錦
中
）

岩
田
博
史
（
一
新
小
）

松
本
須
弥
（
錦
中
）
養
護
教
諭

山
田
信
雄
（
免
田
中
）
校
長

４
月
３
日
、
ポ
ッ
ポ
ー
館
に
お
い
て
町
立
小
・
中
学
校
教
職
員
の
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
異

動
の
あ
っ
た
先
生
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

＊
（

）
内
に
つ
い
て
は
転
入
者
は
前
任
校
、
転
出
者
は
転
任
校
で
す
。

田
口
宏
幸
（
福
祉
課
）

下
田
佳
裕
（
水
道
課
）

【
産
業
振
興
課
】

課
長
　
甲
斐
龍
馬

（
農
業
振
興
課
長
）

林
業
振
興
班
長
　
蓑
毛
勝
則

（
林
業
振
興
課
長
）

商
工
観
光
班
長
　
中
村
幸
徳

（
商
工
観
光
課
課
長
補
佐
）

那
須
正
吾（
企
画
財
政
課
）

高
田
将
一
（
県
庁
派
遣
）

農
業
振
興
班
長
　
尾
方
立
三
郎

（
農
業
振
興
課
）

早
田
愛
一
郎
（
総
務
課
）

山
口
　
満
（
下
水
道
課
）

山
口
由
美
（
総
務
課
）

中
神
洋
一
郎

（
環
境
保
全
課
）

【
環
境
整
備
課
】

課
長
　
愛
甲
英
一
（
建
設
課
長
）

建
設
班
長
　
久
保
田
幸
一

（
建
設
課
課
長
補
佐
）

坂
本
幸
治（
林
業
振
興
課
）

椎
葉
裕
章
（
県
庁
派
遣
）

環
境
保
全
班
長
　
尾
方
維
孝

（
須
恵
保
育
所
長
）

水
道
班
長
　
谷
口
吉
徳

（
高
齢
総
合
課
課
長
補
佐
）

主
幹
　
愛
甲
栄
二
（
福
祉
課
）

藤
本
安
則（
農
業
振
興
課
）

宮
原
和
明
（
福
祉
課
）

早
川
　
幹（
生
涯
学
習
課
）

米
谷
隆
広（
体
育
振
興
課
）

下
水
道
班
長
　
鬼
塚
武
博

（
下
水
道
課
課
長
補
佐
）

石
井
　
誠
（
県
庁
派
遣
）

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】

事
務
局
長
　
兼
田
一
洋

（
下
水
道
課
長
）

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】

教
育
課
長
　
川
嶋
正
輝

（
教
育
総
務
課
長
）

学
校
教
育
班
長
　
石
塚
保
典

（
教
育
総
務
課
審
議
員
）

主
幹
　
久
保
田
啓
子

（
健
康
増
進
課
）

主
幹
　
西
　
和
子
（
税
務
課
）

主
幹
　
久
保
田
悦
（
税
務
課
）

主
幹
　
石
原
美
智
代
（
福
祉
課
）

主
幹
　
出
田
　
茂

（
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）

中
村
美
奈
子
（
総
務
課
）

社
会
教
育
班
長
　
椎
葉
郁
夫

（
体
育
振
興
課
長
）

高
田
真
之
（
建
設
課
）

工
藤
理
恵（
高
齢
総
合
課
）

【
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
】

事
務
局
長
　
田
原
穂
積

（
町
民
課
長
）

佐
無
田
　
茂
（
錦
中
）

平
田
憲
利
（
菊
池
北
中
）

中
村
章
子
（
深
田
小
）
養
護
教
諭

犬
童
士
郎
（
山
江
中
）
教
頭

川
口
惠
市
（
白
川
中
）

中
野
香
織
（
水
上
中
）

田
上
俊
郎
（
荒
尾
三
中
）

森
元
祐
二
（
深
田
小
）
教
頭

関
根
喜
美
子
（
退
職
）

川
内
由
美
（
水
上
中
）

福
山
浩
一
（
人
吉
一
中
）

中
村
斉
雄
（
人
吉
一
中
）

※
４
月
か
ら
の
新
し
い
組
織
は
広
報
あ
さ
ぎ
り
３
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



Hello,
everyone!!

Southern American Food
The South of the United States’ cuisine is

known for fried, often unhealthy food. The most
famous dishes have been prepared since the
days of our Revolutionary War from Great Britain
and lasted through the days of African-American
slavery. They are still enjoyed by many in the
Southern-most areas. These dishes include fried
chicken, pecan pie, biscuits, mashed white
potatoes, cornbread, okra, and black eyed peas.
Most of these foods are quite inexpensive as well
as rather easy to prepare. The South has a
strong history of economic inequality. There have
always been wealthy Caucasian (white) families
but most of the population consists of poor and
middle class whites, blacks, and other minorities.
There are many pigs in the South, especially in
North Carolina, so smoked barbeque is extremely
popular and people are very proud of their local
barbeque. 
In addition to fried foods, the South loves

many healthy, light foods. Some people who live
in the countryside enjoy gardening, so we can
enjoy many fresh fruits and vegetables, especially
in the summer. We love tomatoes, cucumbers,
strawberries, watermelons- all eaten raw or mixed
together in salads. We have special green
tomatoes that are similar to chiles found further
South and in Mexico. Southern food is always
simple and makes us feel loved and comfortable
with our families and friends. Please try some one
day!

アメリカ南部の食べ物
アメリカ南部の料理は、揚げ物などの不健康的な

食べ物で知られています。それらの有名な料理は、

イギリスからの独立戦争の頃に始まり、アフリカ系

アメリカ人の奴隷制度が存在する頃まで続きました。

今でも、南部のほとんどの地域で食べられています。

それらの料理とは、フライドチキン・ペカンパイ・

ビスケット・マッシュポテト・とうもろこしパン・

オクラ・ささげの豆などです。これらのほとんどが

値段も手頃で、料理方法も簡単です。アメリカ南部

には、貧富の差が激しいという歴史があります。裕

福な白人家庭もありますが、ほとんどが下層階級や

中流階級の白人・黒人・その他の人種です。南部、

特にノースカロライナ州では、たくさんの豚が飼育

されています。豚の燻製がとても有名で、人々は誇

りに思っています。

揚げ物に加えて、アメリカ南部ではヘルシーフー

ドも人気があります。田舎に暮らす人達は、家庭菜

園を楽しんでいます。特に夏には、たくさんの新鮮

な果物や野菜を育てます。私達はトマト・きゅう

り・イチゴ・スイカが大好きです。そのまま食べた

り、サラダにしたりして食べます。南部独特の野菜、

緑のトマトもあります。辛くはありませんが、これ

は南部の中でもさらに南の方やメキシコなどで見か

けるチリに似た種類のトマトです。南部の食べ物は、

シンプルで、家庭的な心和ませる料理です。皆さん

もいつかアメリカ南部の料理を食べてみてください。

モリー・チャップマン（訳：白柿　浩美）

今月の英語 

in addition to ̃「～に加えて」 

例文）In addition to rice, we grow vegetables.  

　　「私達は米に加えて、野菜も作っている。」 

覚
え
た 

か
な
？ 



鬼
の
髑
髏

さ
れ
こ
う
べ

大
正
時
代
、
関
東
地
方
で
の
話
。
あ
る
男
が
裏
の
畑
を
耕
し

て
い
る
と
、
何
か
鍬く

わ

に
引
っ
か
か
っ
て
き
た
の
で
掘
り
起
こ
し

て
み
る
と
、
髑
髏
だ
っ
た
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
一
層
驚
い
た
こ
と
に
、
そ
れ
が
な
ん
と
鬼
の
髑
髏
だ
っ
た

の
で
す
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
髑
髏
は
一
つ
目
で
、
し
か
も
二

本
の
角
が
あ
り
、
そ
れ
に
口
は
耳
ま
で
裂
け
て
い
て
、
お
ま
け

に
顎
（
あ
ご
）
は
人
を
食
い
そ
う
な
ほ
ど
大
き
く
て
頑
丈
だ
っ

た
か
ら
で
す
。

彼
は
そ
こ
で
、
考
古
学
専
門
の
学
者
に
鑑
定
依
頼
の
手
紙
を

書
き
、
髑
髏
を
木
箱
に
入
れ
、
厳
重
に
荷
造
り
し
て
送
り
届
け

ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
先
生
が
箱
か
ら
取
り
出
し
て
見
る
と
、
こ
れ
が

何
の
変
て
つ
も
な
い
、
た
だ
の
人
間
の
髑
髏
な
の
で
す
。（
し
か

し
こ
ん
な
に
も
当
た
り
ま
え
の
人
間
の
髑
髏
が
、
ど
う
し
て
こ

の
男
に
は
鬼
の
首
に
見
え
た
の
だ
ろ
う
か
）
と
合
点
が
い
か
な

い
ま
ま
、
先
生
は
し
ば
ら
く
そ
れ
を
横
に
し
て
み
た
り
、
逆
さ

に
し
て
見
て
い
ま
す
と
、
ひ
ょ
い
と
し
た
は
ず
み
に
、
手
紙
に

書
い
て
き
た
そ
の
ま
ま
の
鬼
の
首
に
見
え
ま
し
た
。（
な
る
ほ
ど

こ
れ
で
わ
か
っ
た
。
あ
は
ゝ
ゝ
。）
と
笑
わ
れ
ま
し
た
。
鬼
の
首

に
見
え
た
の
に
は
一
つ
の
角
度
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
、

髑
髏
を
逆
さ
ま
に
、
し
か
も
裏
側
か
ら
み
る
と
、
鬼
の
首
そ
っ

く
り
に
見
え
ま
し
た
。

一
つ
目
に
見
え
た
の
は
、
脊
髄

せ
き
ず
い

と
延
髄

え
ん
ず
い

の
つ
な
ぎ
め
で
ぽ
っ

か
り
穴
に
な
っ
て
い
る
。
二
本
の
角
は
耳
の
後
ろ
に
あ
る
硬
い

骨
の
突
起
。
耳
ま
で
裂
け
た
口
は
二
つ
の
眼
窩

が

ん

か

が
壊
れ
て
一
つ

な
ぎ
な
っ
て
い
た
か
ら
。
人
を
食
い
そ
う
な
頑
丈
な
顎
は
逆
さ

ま
か
ら
見
た
頭
骸
骨
だ
っ
た
の
で
す
。

住
井
す
ゑ
著
「
橋
の
な
い
川
」
の
挿
話
よ
り

あさぎり町教育委員会人権だより No.21

▼
「
こ
の
世
に
鬼
が
居
る

の
だ
。」
と
い
う
迷
信
に

災
い
さ
れ
て
、
髑
髏
を
逆

さ
ま
に
見
て
い
る
自
分
の

間
違
い
に
気
づ
か
ず
、
す

っ
か
り
鬼
の
首
だ
と
思
い

込
ん
で
し
ま
っ
た
男
は
気
の
毒
で
す
が
、
こ
の
挿
話

は
単
な
る
笑
い
話
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
思
い

込
み
が
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い

ま
す
。

▼
水
俣
病
が
発
見
さ
れ
た
当
時
は
、「
奇
病
」
と
呼

ば
れ
、
伝
染
病
と
し
て
恐
れ
ら
れ
、
患
者
や
そ
の
家

族
は
悲
惨
な
村
八
分
に
遭
い
、
非
人
間
的
な
差
別
、

迫
害
を
受
け
ま
し
た
。（
水
俣
市
街
地
を
通
り
抜
け

る
ま
で
観
光
バ
ス
の
客
は
、
ハ
ン
カ
チ
で
口
を
覆
っ

て
い
た
。）
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

▼
ハ
ン
セ
ン
病
は
、
感
染
力
が
高
く
不
治
の
病
だ
と

思
い
込
ま
れ
、
強
制
隔
離
さ
れ
た
ま
ま
九
十
年
。
そ

の
政
策
も
平
成
八
年
に
よ
う
や
く
廃
止
さ
れ
、
ハ
ン

セ
ン
病
は
＊
遺
伝
病
で
は
な
い
＊
感
染
力
は
極
め
て

弱
い
＊
通
院
だ
け
で
完
治
す
る
＊
後
遺
症
も
残
ら
な

い
　
と
い
う
こ
と
が
国
民
に
理
解
さ
れ
つ
つ
あ
る
矢

先
に
県
内
温
泉
地
で
の
宿
泊
拒
否
事
件
が
発
生
し
た

こ
と
は
実
に
残
念
で
す
。

▼
あ
る
地
方
で
、
夏
祭
り
（
山
笠
）
の
準
備
を
す
る

天
幕
の
前
に
『
不
浄
の
者
立
ち
入
る
べ
か
ら
ず
』
と

い
う
木
札
が
立
て
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
女
人
禁

制
の
碑
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。「
女
性
は
不
浄
だ
。

け
が
れ
て
い
る
」「
女
は
業
が
深
い
」
と
い
う
こ
と

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
っ
た
く
い
わ
れ

の
な
い
差
別
で
す
。
女
性
を
性
差
別
の
思
想
か
ら
解

放
す
る
こ
と
は
男
性
側
の
義
務
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

▼
被
差
別
部
落
の
人
は
「
昔
の
罪
人
の
子
孫
で
あ
る
」

な
ど
と
何
の
根
拠
も
な
い
風
評
を
聞
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
も
そ
も
な
ぜ
二
百
年
も
三
百
年
も
前
の
祖

先
を
問
題
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
を
問
う
な
ら
ば
、
二
十
代
三
十
代
前
の
私

の
祖
先
の
中
に
は
、
強
盗
や
詐
欺
師
が
い
て
も
不
思

議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
三
十
代
前
ま
で
の
祖
先
の

数
は
、
十
億
七
千
万
人
・
・
左
の
図
参
照
）

▼
「
鬼
の
髑
髏
」
の
男
は
勘
違
い
で
済
み
ま
し
た
が
、

心
の
中
に
住
み
つ
い
て
い
る
鬼
（
思
い
込
み
や
偏
見

そ
し
て
迷
信
や
錯
覚
な
ど
）
を
追
い
出
す
に
は
、
そ

れ
に
影
響
さ
れ
な
い
広
い
視
野
を
持
ち
、
自
分
自
身

で
考
え
判
断
す
る
態
度
が
大
切
で
す
。

（
文
責
　
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
班
　
丸
目
敏
輝
）

私たちの先祖の数は？

１代――２人

２代――４人

３代――８人

４代――１６人

…

１０代――１,０２４人

２０代――１０４万８千人

３０代――１０億７千万人



行革通信  行革通信  
「夢ふくらむまち」に向けた新たな取り組み 

約9億8千万円、9.6%の減額

「あれも　これも」
「あれか　これか」

約16%(46人)削減

http://www.asagiri-town.net/

蕁



VoiceVoiceVoice

みなさまの 
おたよりコーナー 読者の 

みなさんの 
ページです。 

楽しかったこと、悲しかったこと、地域のできご

と、イラストや書道、俳句、サークルのお誘い、趣

味などお寄せ下さい。その際は、あなたの住所、名

前、年齢、電話番号を忘れずにお書き下さい。 

旧
須
恵
村
役
場
の
南
、
球
磨
川
近
く

に
あ
る
上
手
観
音
堂
は
、
相
良
三
十
三

観
音
霊
場
の
第
二
十
二
番
札
所
で
、
秋

の
彼
岸
に
は
巡
礼
客
で
賑
わ
い
を
み
せ

て
い
ま
す
。
お
堂
を
よ
く
見
ま
す
と
、

巨
岩
の
上
に
建
て
ら
れ
て
い
る
の
が
わ

か
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
別
名
を

「
岩
立
観
音
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
お
堂
の
ご
本
尊
は
、
高
さ
43
㎝
の

木
造
聖
観
音
菩
薩
立
像
で
、
目
は
玉
眼

を
は
め
、
桧
の
寄
木
造
り
で
、
江
戸
時

代
に
彫
作
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、

あ
さ
ぎ
り
町
有
形
文
化
財(

彫
刻)

に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
話
は
変
っ
て
、
平
成
15
年
10

月
、
免
田
駅
構
内
に
あ
る
ポ
ッ
ポ
ー
館

で
、
あ
さ
ぎ
り
町
内
の
相
良
三
十
三
観

音
７
箇
所
の
ご
本
尊
さ
ま
を
一
同
に
集

め
た
「
熊
本
県
民
文
化
祭
」
の
展
示
会

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
展
示
作

業
で
の
こ
と
。
上
手
観
音
堂
の
ご
本
尊

さ
ま
を
堂
か
ら
移
動
さ
せ
る
た
め
持
ち

上
げ
よ

う
し
た

時
の
こ

と
で
し

た
が
、

な
ん
と

ご
本
尊
を
支
え
て
い
る
小
さ
な
台
座
が

崩
れ
て
く
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
原

因
は
台
座
の
継
ぎ
手
部
分
に
使
用
さ
れ

て
い
た
接
着
剤
の
「
に
か
わ
」
が
古
く

な
り
用
を
足
さ
な
く
な
っ
て
い
た
の
で

し
た
。
こ
れ
で
は
全
て
を
運
ぶ
こ
と
で

き
な
い
の
で
、
と
り
あ
え
ず
台
座
と
そ

れ
に
差
し
込
ん
で
い
る
光
背
は
そ
の
ま

ま
に
し
て
、
ご
本
尊
だ
け
を
ポ
ッ
ポ
ー

館
に
運
ん
だ
の
で
し
た
。「
指
定
文
化

財
が
傷
ん
で
い
る
、
修
理
が
必
要
だ
な

あ
」
そ
う
感
じ
て
、
よ
く
よ
く
ご
本
尊

さ
ま
を
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
右
手
肘
先

が
な
く
な
り
、
左
手
に
あ
る
べ
き
蓮
華

も
な
く
、
さ
ら
に
、
ご
本
尊
表
面
の
漆

箔
が
は
が
れ
、
補
修
さ
れ
た
時
に
厚
塗

り
さ
れ
て
い
て
彫
刻
の
線
が
見
え
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
専
門
家

に
視
て
い
だ
だ
き
、
見
積
書
を
と
っ
て

ご
本
尊
の
管
理
者
と
協
議
を
し
ま
し

て
、
幸
い
に
し
て
平
成
16
年
度
あ
さ
ぎ

り
町
文
化
財
修
理
補
助
金
事
業
で
修
理

す
る
こ
と
に
な
り
、
修
理
を
担
当
す
る

仏
師
に
は
、
福
岡
県
二
丈
町
で
活
動
さ

れ
て
い
る
浦
叡
学
氏
に
依
頼
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。(

つ
づ
く)

（
文
責
　
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
班

北
川
賢
次
郎
）

あ
さ
ぎ
り
面
白
ば
な
し
笶

須
恵
上
手
観
音
堂
の
木
造
聖
観
音
菩
薩
立
像

春分の日の３月21日、皆越地区の住民総出で植樹祭が行わ
れ、桜など約450本の苗が植えられました。
皆越地区（溝口峰男区長）では、PTA 、老人クラブなどが

昨年９月より皆越白髪神社周辺約１ヘクタールの山林を伐採
し、「皆越地区公民分館周辺環境整備事業」として準備を進
めてきました。
この日は午前８時から子どもから大人まで地区住民約40人

が450本の苗を植樹作業
を行い、終了後は賑や
かな慰労会が公民分館
で催されました。子ど
もたちの健やかな成長
と共に花を咲かせる数
年後が楽しみな植樹祭
となったようです。

和太鼓グループ「一期一会」は、保育園
児から40代の社会人までの和太鼓が大好き
なメンバー23名で活動しています。
毎週月曜日免田畜産センターで練習して

おり、結婚式や町の祭りなどに出演してい
ます。和太鼓に興味がある方一緒に演奏し
てみませんか。
詳しくは　山本敏暢

としのぶ

さん蕁45-2366までお
尋ね下さい。

きれいな花が咲きますように
皆越地区で植樹祭

メンバー募集！
和太鼓グループ「一期一会」



あさぎり町福祉タクシー料金助成事業あさぎり町福祉タクシー料金助成事業
心身障害者（児）等の福祉の増進に寄与するため、心身障害者の方がタクシーを利用する場合、

その料金の一部を助成する制度があります。

次の項目に該当される方は役場に申請し、「福祉タクシー利用券」の交付を受けて下さい。

対象となる方
毎年度4月1日現在において、あさぎり町に居住（住民票のある方、又は外国人登録されている

方）し、次の各事項に該当される方で、在宅の方に限ります。

１・身体障害者手帳の等級が１級、２級及び３級下肢障害（単独判定）の方

２・療育手帳の障害の程度がＡ１及びＡ２の方

３・精神障害者保健福祉手帳の障害者等級１級に該当される方

お問い合わせ先

あさぎり町健康福祉課

福祉班

蕁４５－７２１４（直通）

申請に必要なもの 先に記載してある手帳・印鑑

申請の場所
あさぎり町役場健康福祉課　福祉班

（総合福祉センター内）及び各支所

利用券交付枚数 年間１人当たり24枚。ただし、再交付は行わない。

助成の額 タクシー利用１回につき基本料金の額

利用できる

タクシー会社

・中央タクシー

・観光タクシー（免田・多良木営業所）

・たらぎタクシー

・わけべタクシー

自
分
の
行
き
た
い
所
へ
行
き
た

い
時
に
行
く
。
こ
れ
は
、
誰
も
が

普
通
に
持
っ
て
い
る
欲
求
で
あ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
障
害

の
あ
る
人
が
そ
の
行
動
を
し
よ
う

と
す
る
時
、
そ
こ
に
は
多
く
の
問

題
点
が
あ
る
の
で
す
。
今
よ
く
使

わ
れ
て
い
る
『
バ
リ
ア
フ
リ
ー
』

と
い
う
言
葉
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
等

で
も
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
で
は
、
こ
の
『
バ
リ
ア
フ

リ
ー
』
と
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と

な
の
で
し
ょ
う
か
？
直
訳
す
る
と

「
邪
魔
な
物
が
無
い
」
と
い
う
事

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
の
日

本
の
現
状
を
見
る
と
、
町
に
も
人

に
も
ま
だ
ま
だ
こ
の
言
葉
が
浸
透

し
て
い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

僕
は
外
出
好
き
な
の
で
車
椅
子
で

よ
く
出
か
け
ま
す
。
そ
の
た
び
に

思
う
の
は
、
町
の
中
の
ち
ょ
っ
と

し
た
段
差
、
店
や
身
障
者
ト
イ
レ

の
広
さ
で
す
。
中
に
は
使
い
や
す

く
な
っ
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す

が
、
利
用
し
に
く
い
所
が
多
い
の

も
事
実
で
す
。

以
前
、
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
番
組
が

『
身
体
障
害
者
用
駐
車
場
』
と

『
視
覚
障
害
者
用
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
』

を
取
り
上
げ
、
放
送
し
て
い
ま
し

心
の
つ
な
が
り
が
生
む

よ
り
良
い
社
会

―
―
―
―
―
―
―
　
小
口
　
誠
之
（
寺
池
）

☆
小
口
さ
ん
は
小
児
マ
ヒ

で
両
足
に
障
害
が
あ
り
、

生
活
の
中
で
車
椅
子
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
小
口
さ
ん
の

視
点
か
ら
日
頃
感
じ
ら
れ

る
こ
と
な
ど
を
コ
ラ
ム
で

紹
介
い
た
し
ま
す
。



転倒予防教室のご案内

年のせいで体力が落ちたとあきらめていませんか？最近、つ
まずきやすくなったと感じていませんか？　体力をつけて元気
に暮らすには筋肉をバランスよく鍛えることが大切であると言
われています。高齢の方にも無理なくできますので、この機会
にぜひご参加下さい。

１．対 象 者　　町内在住で、おおむね60歳以上の体力向上を
希望される方。

２．対象者数　　約40人～50人
３．日　　程　　平成18年５月～　平成19年３月

月１～２回（年間20回程度）
４．時　　間　　午後１時30分～３時30分
５．場　　所　　総合福祉センター　２階研修室
６．講　　師　　健康運動指導士　健康運動実践指導者

など
７．内　　容　　ストレッチ、転倒予防体操

（筋力トレーニング含む）
＊軽いストレッチから始めます

８．参加料　　
９．準備するもの　
10．お申し込み期限：
11．お申し込み先：あさぎり町　健康福祉課　保健指導班（担当：上村）蕁４５－５１３３

5月 31日（水）

6月 28日（水）

7月 26日（水）

8月 23日（水）

10日（水）

14日（水）

12日（水）

9日（水）

＊後日、申し込みされた方に年間計画表を送付します。

た
。
そ
の
中
で
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

の
上
に
自
転
車
を
置
い
た
り
、
身

障
者
用
駐
車
場
に
駐
車
す
る
人
が

増
え
、
障
害
者
用
の
人
達
が
困
っ

て
い
る
と
報
じ
て
い
ま
し
た
。
実

際
に
リ
ポ
ー
タ
ー
が
注
意
を
し
て

も
無
言
の
ま
ま
立
ち
去
る
人
、
中

に
は
「
何
で
車
停
め
た
位
で
文
句

言
わ
れ
な
き
ゃ
い
け
な
い
だ
!!
」

と
逆
に
激
怒
し
て
去
っ
て
い
く
人

す
ら
い
ま
し
た
。
僕
は
そ
の
映
像

を
見
た
時
、
呆
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
僕
自
身
も
同
じ
よ
う
な
体
験

を
今
ま
で
に
何
度
も
し
た
事
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
び
に
僕
は
本
当

に
腹
が
立
ち
、
そ
れ
と
同
時
に
も

の
す
ご
く
悲
し
い
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。
「
こ
の
今
の
現
状
を
変
え

る
に
は
一
体
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
？
」
そ
う
考
え
た
時
、
僕
が
一

番
思
う
こ
と
そ
れ
は
『
人
の
心
』

で
す
。
僕
は
、
実
際
に
自
分
の
目

で
そ
の
光
景
を
見
た
時
「
今
こ
こ

へ
自
分
が
停
め
れ
ば
障
害
者
の
人

達
が
困
る
だ
ろ
う
。」「
見
た
ら
ど

う
思
う
だ
ろ
う
。」
と
い
う
事
を
、

行
動
に
移
す
前
に
心
の
中
で
考
え

て
欲
し
い
と
い
つ
も
思
い
ま
す
。

健
常
者
の
人
達
か
ら
し
て
み
れ
ば

こ
の
よ
う
な
事
は
本
当
に
小
さ
な

事
で
し
か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
こ
れ
は
日
本
全
体
の

問
題
で
あ
り
障
害
を
持
つ
人
に
と

っ
て
は
、
こ
の
事
こ
そ
が
ま
さ
に

『
大
き
な
バ
リ
ア
』
で
あ
る
の
で

す
。
し
か
し
、
僕
が
外
出
時
に
車

椅
子
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
今
ま
で
無
か
っ
た
発
見
や
い

い
出
会
い
を
す
る
事
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
買
い
物
に
出
か
け
、
品

物
を
選
ん
で
い
る
時
な
ど
「
手
伝

い
ま
し
ょ
う
か
？
」
「
何
か
と
っ

て
欲
し
い
物
が
あ
っ
た
ら
遠
慮
せ

ず
言
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
」
と
言

っ
て
く
れ
る
お
客
さ
ん
や
店
員
さ

ん
、
ま
た
「
う
ち
の
店
は
狭
く
て

大
変
で
し
ょ
う
。
す
み
ま
せ
ん

ね
。
」
と
逆
に
こ
ち
ら
の
方
が
恐

縮
し
て
し
ま
う
位
の
声
掛
け
を
し

て
く
れ
る
店
員
さ
ん
が
い
て
く
れ

る
ほ
ど
で
す
。
こ
ん
な
何
気
な
い

一
言
が
、
私
た
ち
に
は
ど
ん
な
に

か
嬉
し
く
、
あ
り
が
た
い
の
で
す
。

『
一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に

み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に
』
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
『
誰
も
が

自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
』

実
現
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
、
そ

れ
こ
そ
が
『
人
と
人
と
の
心
の
つ

な
が
り
』
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。



あさぎり健康21モデル地区・企業を募集します
あさぎり町では、「あさぎり健康21」に基づき、地区・企業で健康に関する啓発及び活動を行い、健康に関

心を持っていただくことを目的に、５つのモデル地区と２つの企業を募集しています。

モデル地区につきましては５万円の助成を、モデル企業につきましては１万円の助成を行い、地域や企業で

の健康づくりの糸口になればと思います。

３月18日、下乙地区で下乙集落センターを会場に、歯の健康
教室が行われました。
当日は子どもから高齢の方まで約30人が参加。坂梨歯科の稲

田歯科衛生士を講師に招き、歯の磨き方をはじめケア用品の説
明があったほか、実際に歯の染め出しをし、日ごろ磨けていな
い箇所の確認などを行いました。参加された小学生は「いつも
急いで磨いているけど、磨けていないことがよくわかった。」
と話してくれました。
地区のボランティアの方による手作りおやつや、教室の終了

後には食物の栄養素についての勉強会も行われるなど、健康だ
けではなく地域の交流も図られる場となったようです。

平成17年度あさぎり健康モデル地区を実施して

モデル事業に手を挙げたものの人が集る

か心配したよ。

合併してからなかなか区で集まる機会が

なかったけど、モデル事業を通じて区で集

まる機会が増え、区民の交流につながった

よね。20年ぶりに区の夏祭りが、健康夏祭

りとして復活した区もあったよ。

男性料理教室に参加した一人暮

らしの方から「自分で料理する楽

しさを知り、バランスの取れた食

事に気を配るようになった。」との

声が聞かれたよ。

農作業等で腰痛・肩こりに悩んでいるか

ら、一人ででもできる体操を区で実施した

地区もあったなぁ～。

区での集まりの時に自分で血圧

が測れるように、公民館に自動血

圧計を設置し、自分で血圧を測定

している区もあるなぁ～。

職場での健康教育が実施され、講師の先生

から、1週間に２～３切れ塩鯖でもいいから魚

を食べると、メタボリック症候群の予防につ

ながると言われてから職員のお昼の弁当の注

文が肉から魚へ変わったのには驚きました。

職場に助成金で購入した自動血圧計を設置

し、職員の健康管理のために、仕事開始・前

後に自分で血圧を測定してもらうようしまし

た。少しずつ健康に関心を持つ人が増えはじ

めたようです。

健康モデル地区（企業）事

業も今年で２年目、「区長さ

ん・企業の社長さん健康づく

りに取り組んでみませんか。」

あさぎり健康21の内容や、モ
デル事業の内容等詳しくは、
あさぎり町健康福祉課

蕁45-7216・45-5133までご連絡下
さい。

歯を大切に！
下乙健康教室

平成17年度あさぎり健康モデル企業を実施して

あさ太郎

きり子



車　種

車体の形状

初登録年月

型　式

排気量

長・幅・高

走行距離

車検満了日

あ
さ
ぎ
り
町
で
は
、
町
所
有

の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
売
却
す
る
に

あ
た
り
、
購
入
を
希
望
す
る
方
を

一
般
公
募
い
た
し
ま
す
。

ご
関
心
の
あ
る
方
は
、
下
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
　
売
払
い
の
方
法

条
件
付
一
般
競
争
入
札

◇
　
申
込
資
格

あ
さ
ぎ
り
町
に
住
所
を
有

す
る
個
人
・
団
体
又
は
事
業

所
で
、
自
動
車
登
録
が
可
能

な
方
。
ま
た
転
売
を
目
的
と

し
な
い
こ
と
。

な
お
、
申
込
者
が
少
な
い
場

合
は
住
所
資
格
を
拡
大
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

◇
　
落
札
者
の
決
定

落
札
者
の
決
定
は
、
予
定
価

格
を
超
え
最
高
価
格
の
入
札
者

を
落
札
者
と
し
ま
す
。

◇
　
費
用
負
担

現
状
の
ま
ま
引
き
渡
し
ま
す

の
で
、
車
の
点
検
整
備
、
名
義

変
更
等
の
費
用
は
買
主
の
負
担

と
し
ま
す
。

◇
　
申
込
み
期
限

平
成
18
年
５
月
10
日
（
水
）

午
後
４
時

◇
　
そ
の
他

入
札
の
日
時
・
場
所
等
詳
細

に
つ
い
て
は
、
締
切
後
に
申
込

者
に
対
し
て
改
め
て
連
絡
い
た

し
ま
す
。

三菱エアロミディ　（29人定員）

リヤーエンジン

平成２年10月

U-MJ117F

7.54㍑　（軽油）

699cm、229cm、300cm

227,000km

平成18年11月４日

日野レインボー　（28人定員）

リヤーエンジン

平成元年５月

P-RH160AA

3.83㍑　（軽油）

699cm、230cm、305cm

187,000km

平成18年７月22日

新
あ
さ
ぎ
り
町
農
業
委
員
会
委
員
が
決
定

任
期
満
了
に
伴
う
あ
さ
ぎ
り
町
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
が
４
月
４

日
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
立
候
補
者
に
よ
る
届
け
出
が
定
数
（
20
名
）

を
超
え
な
い
た
め
無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

当
選
者
の
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

あ
さ
ぎ
り
町
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
当
選
者

※
届
け
出
順
・
敬
称
略

井
上
　
正
次
（
福
留
）

上
田
　
辰
己
（
開
墾
）

宮
本
　
幹
夫
（
清
水
）

早
田
二
三
四
四
（
秋
時
）

山
口
　
和
美
（
久
鹿
）

浦
上
　
　
輝
（
永
山
）

的
射
場
久
義
（
永
才
）

福
永
　
高
嗣
（
竹
野
）

田
中
　
幸
助
（
黒
田
）

杉
下
　
和
治
（
竹
野
）

鶴
田
　
和
典
（
塚
脇
）

右
田
　
信
之
（
庄
屋
）

松
村
　
憲
一
（
阿
蘇
）

北
川
　
一
之
（
屯
所
）

松
本
　
祐
治
（
植
の
里
）

中
村
　
文
隆
（
築
地
）

西
村
　
義
孝
（
上
永
里
）

谷
川
　
新
二
（
柳
別
府
）

高
田
　
正
臣
（
古
草
城
）

濱
田
　
武
保
（
寺
池
）

※
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先

球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
免
田
東

１
１
９
９
あ
さ
ぎ
り
町
役
場
総

務
課
総
務
班
行
政
担
当

蕁
４
５
―
１
１
１
１

内
線
１
１
１

物件１ 物件２

現物給付のできる医療機関及び
薬局が追加されました。
（４月１日より）
（※白の受給者証をお持ちの方が
対象になります。）

あいだ診療所

人吉市下漆田1538-4 蕁25-1651

新名歯科医院

人吉市城本526-17 蕁22-4027

清風きらら薬局

錦町一武1950-1 蕁38-1600

太陽薬局

多良木町黒肥地1612-1 蕁42-7877

お知らせ

乳幼児医療費助成事業

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
売
却
の
お
知
ら
せ



平成18年度野鳥保護指導取締等強化月間に
ついて
野鳥のさえずりをよく耳にする季節になりました。この時季

野鳥たちは、春の訪れとともに繁殖期に入り、夏頃まではヒナ
を育てるために盛んに活動します。
自然の中で生活している野鳥を勝手に捕獲することは法律で

禁止されています。野生鳥獣の『愛がん飼養』は、鳥獣は本来
自然のままに保護し、観察すべきであるという理念に反するの
みならず、鳥獣の乱獲を助長したり、その飼養形態によっては
野生動物の虐待とも受け取れかねないおそれもあります。
繁殖期間でない８月から翌年の３月までは、捕獲許可を受け

てメジロ、ホオジロの２種類に限り、１世帯に１羽だけ捕獲す
ることができます。

また、捕獲後はさらに飼養登録をしなければ飼うことができ
ません。
熊本県では、５月10日から６月９日までを野鳥保護指導取締

等強化月間と定め、県民の皆様に野鳥保護への理解の呼びかけ
を強めています。期間中は、野鳥の違法捕獲や違法飼養の防止
について、普段よりさらに力を入れることにしていますので、
県民の皆様のご協力をお願いします。
なお、詳しいことは、お住まいの近くの県地域振興局森林保

全課、または県庁自然保護課へお問い合わせください。
お問い合わせ先
熊本県球磨地域振興局森林保全課　蕁24－4111（内線354）
熊本県自然保護課野生鳥獣班　蕁096－383－1111（内線7457～7459）

Ｑ残留農薬に関する規制強化とは？
Ａ食品の安全性を確保するために、食品衛生法が改正され「ポジティブリスト制度」が導入されます。この法律改
正により全食品に農薬残留基準が設定され、全ての農薬が規制対象となります。

Ｑポジティブリスト制度とはどんな制度？
Ａ従来、残留基準がなかった農薬に対しても、国際基準などを参考にして基準値を設定するほ
か、参考基準がないものについても、『人の健康を損なう恐れのない量』として0.01ppm
（１億分の１）という厳しい一律基準を設ける制度です。

Ｑ今までと何が違うのですか？
Ａ今までは、残留農薬基準が設定されていない農薬については規制の対象外でした。それに対
し、新しい制度では、全ての農薬に対して作物ごとに残留農薬基準が設定され、規制の対象となります。

Ｑいつから強化されるのですか？
Ａ本年５月29日から実施されます。また、本制度は、ＥＵや米国ではすでに実施されており国際的な制度として知
られています。

Ｑどのように規制強化されるのですか？
Ａ例えば、農家が自分の圃場で登録農薬を使っていても、その農薬が隣接する農家の圃場で栽培されている農薬登
録のない作物に付着した結果、定められた残留基準値を超えると、食品衛生法違反となります。違反になると生
産物は出荷停止・回収となります。

Ｑこの時期の水稲育苗処理剤の注意点は何ですか？
Ａ育苗に使ったハウスで作付けした場合、作物がハウスの地面にこぼれた育苗箱処理剤を根から吸ってしまう可能
性があります。その結果、作物に農薬が残留してしまうことも考えられるためご注意下さい。このようなことを
避けるため、育苗箱処理剤は箱内にていねいに散布し、またビニールシートなどを敷くなどして地面にこぼれな
いようにしてください。

Ｑ今後、生産農家は何に気をつければよいのですか？
Ａ①農薬の使用基準を守ってください。
②きちんと防除日誌を記帳して防除記録を残してください。
③農薬散布をする時は、風の有無を確認したり、散布機の圧力を調節するなどして、他の作物に農薬が飛散しな
いよう十分に注意してください。

ポジティブリスト制度については全農のホームページでも掲載されています。
http://www.agri.zennoh.or.jp/

残留農薬の規制が強化されます ポジティブリスト制度が

５月29日施行

● ● ● ● ●農薬の安全使用５か条● ● ● ● ●

☆農薬の使用方法を守りましょう
☆飛散しにくい剤型を選びましょう
☆散布器具の洗浄はしっかりと
☆自分の畑まわりの作物に気をつけましょう
☆隣近所との連絡をまめにしましょう

● ● ● ● ●農薬の飛散防止５か条● ● ● ● ●

☆風のない時を選んで散布
☆作物の近くで散布し、噴頭を上に向けない
☆散布機の圧力と風量は強すぎないように
☆散布水量は多すぎないように
☆遮蔽シートや網目ネットを設置しましょう

ご不明な点はＪＡくま中球磨統括支所蕁４５―２１６９へご相談下さい。



あさぎりインフォメーション

あ
さ
ぎ
り 

　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 
あ
さ
ぎ
り 

　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 
あ
さ
ぎ
り 

　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

自
動
車
税
の
納
付
は
５
月

ま
で
に

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
５
月
初

め
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
納
期
限
の
５

月
31
日
（
水
）
ま
で
に
、
最
寄
り
の

金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

（
＊
）、
各
地
域
振
興
局
税
務
課
、
熊

本
県
税
事
務
所
、
自
動
車
税
事
務
所
で

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

（
＊
）
一
部
の
店
舗
を
除
き
ま
す

環
境
へ
の
配
慮
か
ら
自
動
車
税
の
税
額

が
増
額
さ
れ
ま
す

環
境
へ
の
配
慮
か
ら
、
排
気
ガ
ス
や

燃
費
性
能
が
優
れ
た
環
境
負
荷
の
小
さ

い
自
動
車
（
新
車
）
は
自
動
車
税
が
軽

減
さ
れ
、
一
定
年
数
を
経
過
し
た
環
境

負
荷
の
大
き
い
自
動
車
は
自
動
車
税
が

加
算
さ
れ
ま
す
。

＊
平
成
18
年
度
に
自
動
車
税
が
加
算

（
約
10
％
）
さ
れ
る
自
動
車

・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
　
平
成
７
年
３
月
31

日
以
前
に
新
車
新
規
登
録
さ
れ
た
自

動
車

・
ガ
ソ
リ
ン
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
　
平
成
５
年

３
月
31
日
以
前
に
新
車
新
規
登
録
さ

れ
た
自
動
車

お
問
い
合
わ
せ
先

球
磨
地
域
振
興
局
　
税
務
課

納
税
係

蕁
２
４
―
５
７
９
６

食
生
活
改
善
推
進
員
及
び

運
動
普
及
推
進
員
養
成
講

座
参
加
者
募
集

18
年
度
は
、
食
生
活
改
善
推
進
員
及

び
運
動
普
及
推
進
員
の
養
成
講
座
を
実

施
し
ま
す
。
あ
さ
ぎ
り
町
民
の
健
康
づ

く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

食
生
活
改
善
推
進
員
と
は
・
・
・

通
称
「
食
改
さ
ん
」
で
親
し
ま
れ
食

生
活
改
善
を
通
し
て
町
民
の
健
康
づ
く

り
の
輪
を
広
げ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
す
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。
基
本
は
お
隣

さ
ん
や
お
向
か
い
さ
ん
な
ど
近
隣
の

方
々
へ
の
暮
ら
し
の
中
で
の
啓
発
活
動

で
す
が
、
現
在
は
保
育
所
・
幼
稚
園
・

小
中
学
校
・
婦
人
会
・
老
人
会
な
ど
の

多
様
な
年
代
へ
の
生
涯
を
通
じ
た
健
康

づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
の
活
動
も
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

運
動
普
及
推
進
員
と
は
・
・
・

健
康
づ
く
り
の
三
本
柱
と
し
て
食
事

に
加
え
て
運
動
の
大
切
さ
が
近
年
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
運
動
不
足
を
感
じ
て

い
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、

日
常
生
活
の
中
で
体
を
動
か
す
楽
し
さ

や
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
の
楽
し
さ
を
周

囲
の
人
達
に
伝
え
味
わ
っ
て
も
ら
う
た

め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
グ
ル

ー
プ
で
す
。
そ
し
て
、
ひ
と
り
で
も
多

く
の
町
民
が
運
動
を
通
じ
て
心
身
の
健

康
を
保
て
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

養
成
講
座
で
は
、
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
基
本
的
な
栄
養
や
運
動
の
知
識
を

学
び
ま
す
が
、
最
も
大
切
な
の
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
へ
の
意
欲
や
熱
意
で
す
。
し

か
し
、『
で
き
る
時
に
で
き
る
人
が
活

動
す
る
の
が
基
本
方
針
』
で
す
。
気
負

わ
ず
に
興
味
が
も
て
た
ら
ぜ
ひ
参
加
下

さ
い
。

募
集
人
数

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

15
名

運
動
普
及
推
進
員
養
成
講
座

15
名

講
座
日
程
が
決
ま
り
次
第
、
広
報
に

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先

あ
さ
ぎ
り
町
健
康
福
祉
課

健
康
増
進
班
�
４
５
―
７
２
１
６

保
健
指
導
班
�
４
５
―
５
１
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
４
９
―
９
５
３
５

７
・
８
月
採
用
自
衛
官
募
集

２
等
陸
士
（
男
）

10
名
程
度

２
等
海
士
（
男
）

10
名
程
度

（
女
）

２
〜
３
名

２
等
空
士
（
男
）

10
名
程
度

１
、
応
募
資
格
　
18
歳
以
上

27
歳
未
満
の
健
康
な
男
女

２
、
試
験
日
　
６
月
10
日
（
土
）

３
、
試
験
場
所
　
北
熊
本
駐
屯
地

４
、
受
付
期
間
　
４
月
20
日
（
木
）
〜

６
月
８
日
（
木
）

５
、
試
験
科
目

①
国
語
・
数
学
・
社
会
　
各
10
問

計
30
問
（
中
学
卒
業
程
度
の
問
題
）

②
作
文

③
口
述
試
験
及
び
身
体
検
査

＊
試
験
場
ま
で
の
移
動
は
、
人
吉
募
集

事
務
所
で
送
迎
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

人
吉
募
集
事
務
所
蕁
２
２
―
４
７
０
４

平
成
18
年
度
保
育
士
試
験

準
備
講
習
会

平
成
18
年
度
保
育
士
試
験
受
験
者
及

び
、
今
後
保
育
士
資
格
を
目
指
し
て
い

る
方
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。

受
付
期
間

５
月
22
日
（
月
）
〜
６
月

５
日
（
月
）

開
催
期
間

６
月
16
日
（
金
）
〜
18
日

（
日
）、
６
月
30
日
（
金
）
〜
７
月
２

日
（
日
）
ま
で
の
６
日
間

講
習
科
目

筆
記
試
験
科
目
９
科
目

実
技
試
験
科
目
３
科
目

会
　
　
場

熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

５
階
「
研
修
ホ
ー
ル
」
熊
本
市
南
千

反
畑
町
３
番
７
号

開
催
要
項
請
求

長
形
３
号
の
返
信
用

封
筒
に
請
求
者
の
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
を
明
記
の
上
、
90
円
切
手

を
貼
付
し
、「
保
育
士
試
験
準
備
講
習

会
要
項
請
求
」
と
朱
書
し
て
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
熊
本
県
社
会

福
祉
協
議
会
Ｈ
Ｐ
上
で
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.fukushi-kum

am
oto.or.jp

請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
６
０
―
０
８
４
２
　
熊
本
市
南

千
反
畑
町
３
番
７
号
　
熊
本
県
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
　

社
会
福
祉
法
人
　
熊
本
県
社
会
福
祉

協
議
会

熊
本
県
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

『
保
育
士
試
験
準
備
講
習
会
』
係

蕁
０
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。



5 皐
さ

月
つき

日本では、旧暦５月を皐月と呼び、この月は田植えをする月である
ことから「早苗月（さなへつき）」と言っていたのが短くなったもの
です。また「皐月」は花の名前で、「菖蒲月（あやめづき）」の別名も
あります。
なお、旧暦の五月は新暦では６月から７月に当たり、梅雨の季節で、

五月雨（さみだれ）とは梅雨の別名で、五月晴れ（さつきばれ）とは
本来は梅雨の晴れ間のことです。
欧米での呼び名であるMayはローマ神話で豊穣を司る女神マイア

（Maia）の名にちなむといわれています。

休　日　在　宅　当　番　医
期日 上球磨 中球磨 小児科

５月３日 仁田畑クリニック
（多良木町） 42-1123

田中医院（錦町）
38-0061

増田クリニック（人吉市）
22-3570

５月４日 井口医院（多良木町）
42-5570

増田耳鼻咽喉科クリニック
（あさぎり町） 45-8001

やまむら医院
（あさぎり町） 45-0005

５月５日 東病院（あさぎり町）
45-5711

深水内科医院（錦町）
38-3221

人吉総合病院（人吉市）
22-2191

５月７日 犬童耳鼻咽喉科
（多良木町） 43-0777

犬童内科胃腸科医院
（あさぎり町） 45-1125

堤病院附属九日町診療所
（人吉市） 22-2251

５月14日 古城病院（水上村）
44-0321

高田内科医院（錦町）
38-3677

公立多良木病院
（多良木町） 42-2560

５月21日 そのだ医院（湯前町）
43-2063

桑原医院（あさぎり町）
45-0205

増田クリニック（人吉市）
22-3570

５月28日 宮原医院（多良木町）
42-2082

岩井クリニック
（あさぎり町） 49-2181

やまむら医院
（あさぎり町） 45-0005

その他地域
緒方医院（相良村）

35-0131

水　　道　　当　　番　　店
期日 上 免田 須恵 深田

４月30日～
５月３日

蓑田電設工業
45-3094

松岡水道設備
45-4771

谷川電気商会
45-4024

（株）栄建設
45-0176

５月４日 モリタ電気設備
47-0510

（有）今井建設
45-1184

（株）恒松組　
45-4384

５月５日 （株）球磨設備
45-2885

高田電気水道工事
商会　　　45-0822

谷川電気商会
45-4024

５月６日 白崎商店
45-0966

（有）皆越電気工業
45-1493

（株）恒松組
45-4384

５月７日～
13日

豊永工務店
47-0306

松岡水道設備
45-4771

谷川電気商会
45-4024

（有）竹田工務店
45-4094

５月21日～
27日

橋本ポンプ店
45-0678

高田電気水道工事
商会　　　45-0822

谷川電気商会
45-4024

橋爪建設
45-2467

５月28日～
６月３日

松岡建設
47-0419

（有）皆越電気工業
45-1493

（株）恒松組
45-4384

（株）栄建設
45-0176

５月14日～
20日

（有）橋本建設
45-4778

（有）今井建設
45-1184

（株）恒松組
45-4384

橋口建設
45-0764

岡原
（有）竹本水道設備

45-1700
松本電気設備

45-3565
坂本電気商会

45-0550
高尾建設

45-0328
（有）竹本水道設備

45-1700
松本電気設備

45-3565
坂本電気商会

45-0550
高尾建設

45-0328

May

本庁舎

総務課・総務班 45－1111
総務課・企画財政班 45－7211
税務課 45－7212
町民課 45－7213
会計課 45－7224
教育委員会・学校教育班 45－7226
教育委員会・社会教育班 45－7227

東庁舎

環境整備課・建設班 45－7221
環境整備課・水道班 45－7222
環境整備課・下水道班 45－7223
環境整備課・環境保全班 45－7217
産業振興課・農業振興班 45－7218
産業振興課・林業振興班 45－7219
産業振興課・商工観光班 45－7220
農業委員会 45－7225

総合福祉センター

健康福祉課・福祉班 45－7214
健康福祉課・高齢総合班 45－7215
健康福祉課・健康増進班 45－7216
健康福祉課・保健指導班 45－5133
健康福祉課・地域包括支援センター 45－7231
球磨郡障害認定審査会 45－3920
健康福祉課・救護施設班 45－6668

議会事務局 47－0312
上支所 47－0311
岡原支所 45－2222
須恵支所 45－1121
深田支所 45－1133

蕁

月



あさぎり町５月カレンダー

日 曜日 主　な　行　事　予　定　等 お問い合わせ先

1 月
母子健康手帳交付日：免田保健センター（9:00～9:30受付） 健康福祉課　保健指導班

軽自動車税納期限 税務課

2 火 年金相談日：多良木町役場　9:00～15:00（9:00～11:30／13:00～14:30受付） 町民課

3 水 憲法記念の日

4 木 国民の休日

5 金 こどもの日

6 土

7 日 リサイクルの日（岡原） 環境整備課　環境保全班

8 月

9 火 健康あさぎり塾（井上）：井上公民分館（9:30～11:30） 健康福祉課　保健指導班

10 水 転倒予防教室：総合福祉センター（13:30～15:30） 健康福祉課　保健指導班

11 木 健康あさぎり塾（上永里）：上永里公民分館（13:30～15:30） 健康福祉課　保健指導班

12 金
健康あさぎり塾（榎田）：榎田公民分館（9:30～11:30） 健康福祉課　保健指導班

健康あさぎり塾（塚脇）：塚脇公民分館（13:30～15:30） 健康福祉課　保健指導班

13 土

リサイクルの日（免田） 環境整備課　環境保全班

15 月

母子健康手帳交付日：免田保健センター（9:00～9:20受付） 健康福祉課　保健指導班

両親学級：免田保健センター（13:00～13:30受付） 健康福祉課　保健指導班

健康あさぎり塾（下永里）：下永里公民分館（9:30～11:30） 健康福祉課　保健指導班

16 火 健康あさぎり塾（今井）：今井公民分館（9:30～11:30） 健康福祉課　保健指導班

17 水 育児相談日：免田保健センター（9:00～11:30） 健康福祉課　保健指導班

18 木

年金相談日：人吉総合病院　9:00～15:00（9:00～11:30／13:00～14:30受付） 町民課

健康あさぎり塾（下西）：下西公民分館（9:30～11:30） 健康福祉課　保健指導班

健康あさぎり塾（堀角）：堀角公民分館（13:30～15:30） 健康福祉課　保健指導班

19 金

健康あさぎり塾（永里）：永里公民分館（9:30～11:30） 健康福祉課　保健指導班

健康あさぎり塾（柳別府）：柳別府公民分館（13:30～15:30） 健康福祉課　保健指導班

思春期・子育て相談（岡崎臨床心理士）：免田保健センター（13:30～18:00要予約） 健康福祉課　保健指導班

20 土

21 日

22 月 健康あさぎり塾（神殿原）：神殿原公民分館（13:30～15:30） 健康福祉課　保健指導班

23 火
健康あさぎり塾（平和）：平和公民分館（9:30～11:30） 健康福祉課　保健指導班

健康あさぎり塾（石坂）：石坂公民分館（13:30～15:30） 健康福祉課　保健指導班

24 水
健康あさぎり塾（永山）：永山公民分館（9:30～11:30） 健康福祉課　保健指導班

健康あさぎり塾（狩所）：狩所公民分館（13:30～15:30） 健康福祉課　保健指導班

25 木

健康あさぎり塾（麓）：麓公民分館（9:30～11:30） 健康福祉課　保健指導班

健康あさぎり塾（秋時）：秋時公民分館（13:30～15:30） 健康福祉課　保健指導班

農業委員会総会：東庁舎北側会議室 農業委員会

固定資産税（第１期）口座振替日 税務課

百太郎溝土地改良区費（前期）口座振替日 税務課

26 金

28 日 リサイクルの日（須恵・深田） 環境整備課　環境保全班

29 月 健康あさぎり塾（皆越）：皆越公民分館（9:30～11:30） 健康福祉課　保健指導班

30 火

転倒予防教室：総合福祉センター（13:30～15:30） 健康福祉課　保健指導班

固定資産税（第１期）納期限 税務課

百太郎溝土地改良区費（前期）納期限 税務課

※行事等は、変更になる場合があります。

31 水

健康あさぎり塾（上西）：上西公民分館（9:30～11:30） 健康福祉課　保健指導班

27 土

14 日
母の日

リサイクルの日（上） 環境整備課　環境保全班

転倒予防須恵教室：りんどう館（13:30～15:30） 健康福祉課　保健指導班



●
発
行
責
任
者
/
あ
さ
ぎ
り
町
長
　
犬
童
　
卓
一
郎
 

●
担
当
部
局
/
熊
本
県
球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
役
場
　
総
務
課
　
企
画
財
政
班
 

　
〒
8
6
8
-0
4
0
8
熊
本
県
球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
免
田
東
1
1
9
9
番
地
 

　
T
E
L（
0
9
6
6
）-4
5
-1
1
1
1
(代
）　
4
5
-7
2
1
1（
直
）　
F
A
X
4
5
-3
6
6
7
  ●
印
刷
/（
株
）協
和
印
刷
 

 No.37

あさぎり町の人口 
（４月１日現在） 

総数：17,851人／世帯数：5,727世帯 
男：8,447人／女：9,404人 

第２回写真コンテスト 

●古紙配合率　100％ 

イベントの部（フィルム） 

自然景観の部（デジカメ） 

自然景観の部（フィルム） 

　いままで掲載できませんでした第２回写真コンテスト入選作品を一挙にご紹介いたします。 

優秀賞　岡田孝一（熊本市） 
「赤ちゃん相撲」 
撮影場所　白髪神社 

入選　　城本ノブエ（宇土市） 
「うっとり」 

撮影場所　あさぎり夏祭り 

入選　　見崎賢一（宇土市） 
「赤ちゃん土俵入り」 
撮影場所　岡留熊野座神社 

入選　　瑞穂その（宇城市） 
「記念撮影」 

撮影場所　岡留熊野座神社 

入選　新田日出晴（さいたま市） 
「朝の風景」 
撮影場所　岡原南 

入選　池田是男（あさぎり町） 
「球磨盆地の大寒」 
撮影場所　須恵石坂堰 

入選　椎葉喜八（あさぎり町） 
「かえり道」 
撮影場所　岡留公園 

入選　椎葉国忠（湯前町） 
「白い道」 

撮影場所　岡原観音堂付近 

入選　保田周一（八代市） 
「ぶなの森」 
撮影場所　白髪岳 

広
報 

あ
さ
ぎ
り 

編集後記 
　心機一転表紙を変えてみました。いかがでしょ
うか。内容も皆さんの知りたい、役に立つ情報を
お届けしたいと思います。ぜひご愛読下さい。（千） 




